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電
気
現
象
を
医
学
に
用
い
る
試
み
の
歴
史
は
古
い
。
現
在
の

医
学
の
中
に
占
め
る
電
気
の
重
要
性
に
は
論
を
待
た
な
い
が
、

電
気
を
疾
病
の
直
接
的
治
療
に
用
い
た
試
み
と
そ
の
後
の
発
展

と
現
在
の
状
況
は
明
確
と
は
い
い
が
た
い
。
日
本
の
近
代
化
に

お
い
て
、
西
洋
医
学
を
取
り
入
れ
る
過
程
で
の
電
気
療
法
導
入

に
は
手
術
や
検
査
に
使
わ
れ
る
電
気
器
機
の
導
入
と
は
別
な
歴

史
が
あ
る
。
古
く
は
平
賀
源
内
の
完
成
し
た
エ
レ
キ
テ
ル
や
佐

久
間
象
山
の
作
に
な
り
、
妻
女
の
コ
レ
ラ
を
治
療
し
た
と
い
わ

れ
る
電
気
治
療
器
が
あ
る
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は

一
種
の
娯
楽
、
怪
し
い
治
療
道
具
と
し
て
流
行
し
た
よ
う
で
あ

る
。
わ
が
国
で
も
明
治
以
降
、
各
種
の
電
気
治
療
器
が
販
売
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
電
気
治
療
の
効
果
や
原
理
な
ど
が
不
明

，
明
治
十
四
年
出
版
佐
藤
英
白
訳
「
華
氏
電

気
療
法
」
と
ン
．
三
・
国
四
目
岸
○
口
の
原
書
に

つ
い
て

渡
部
幹
夫
・
筒
井
淳
治

順
天
堂
大
学
医
療
看
護
学
部

な
ま
ま
に
広
く
世
界
的
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
残
る
器
物
も

少
な
く
な
い
。
一
八
七
三
年
に
ｚ
①
乏
居
○
烏
の
目
①
函
○
呂
冒
一
の

ど
一
四
二
三
の
Ｆ
四
口
①
国
動
ョ
言
○
己
が
「
Ｑ
宮
門
皇
国
①
２
３
‐

国
］
①
３
月
目
３
．
巨
命
ｅ
８
－
画
目
曾
侭
旨
巴
」
を
出
版
し
た
。
そ

の
本
は
明
治
十
四
年
二
八
八
一
年
）
に
、
駿
河
の
医
師
佐
藤

英
白
に
よ
り
「
華
氏
電
気
療
法
」
と
し
て
訳
述
出
版
さ
れ
て
い

る
。
今
回
国
四
目
冒
己
の
原
本
と
佐
藤
英
白
の
訳
述
本
に
触
れ
、

そ
の
内
容
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
佐
藤
英
白
の
訳
述
本

に
は
、
順
天
堂
佐
藤
進
の
序
と
、
佐
藤
英
白
の
例
言
と
し
て
の

自
序
が
加
わ
っ
て
い
る
。
訳
述
は
ほ
ぼ
原
本
に
忠
実
と
思
わ
れ

る
が
、
医
学
術
語
お
よ
び
電
気
物
理
術
語
・
用
語
の
訳
出
に
つ

い
て
現
在
と
の
違
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
図
譜
の
数

の
不
一
致
が
あ
る
。
そ
の
比
較
を
含
め
て
明
治
初
期
の
医
療
の

一
側
面
を
研
究
し
た
の
で
報
告
す
る
。

爵
昌
一
ｓ
邑
本
は
届
○
冨
冒
閏
よ
り
な
り
佐
藤
本
も
同
数
の
篇

立
て
に
な
っ
て
い
る
。
四
四
日
号
○
国
の
卑
瓜
胃
⑦
が
訳
出
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
除
く
と
国
四
ョ
澤
目
の
篇
立
て
と
、
佐
藤
本
の
篇

立
て
は
同
じ
で
あ
る
が
、
佐
藤
の
目
次
に
は
章
立
て
の
違
い
が

あ
り
佐
藤
の
理
解
の
問
題
か
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
藤
進
の
序
で
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は
「
然
我
邦
用
之
者
猶
未
多
」
の
文
が
見
ら
れ
、
明
治
十
四
年

に
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
使
用
は
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

佐
藤
英
白
の
例
言
で
も
本
邦
の
従
来
の
使
用
は
摩
擦
、
感
電
の

二
電
気
の
み
に
し
て
そ
の
後
に
平
流
電
気
の
使
用
が
起
こ
り
、

焼
灼
電
気
の
使
用
は
轆
近
の
こ
と
な
り
と
し
て
い
る
。
佐
藤
英

白
は
電
気
に
よ
る
治
療
に
つ
い
て
そ
の
効
害
に
つ
い
て
の
專
門

書
が
な
き
こ
と
を
憂
い
米
国
よ
り
簡
単
な
電
気
療
法
書
と
し
て

犀
一
目
言
口
書
を
購
求
し
た
。
佐
藤
英
白
は
順
天
堂
の
門
に
短
期

間
入
り
佐
藤
進
の
外
科
手
術
に
お
い
て
電
気
焼
灼
法
を
目
の
当

た
り
に
し
て
本
書
の
全
訳
出
を
決
心
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

⑦
里
扇
己
魁
号
口
を
平
流
電
気
療
法
、
團
国
昌
目
号
邑
を
感
傳
電

気
療
法
、
⑦
巴
く
目
？
９
房
弓
を
電
気
焼
灼
法
と
和
訳
し
て
い
る
。

本
書
に
は
電
気
生
理
学
の
篇
は
存
在
す
る
が
、
い
わ
ゆ
る
電
気

学
の
詳
述
は
な
い
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
領
域
に
わ
た
る
疾
患
の
治

療
法
と
器
械
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
臨
床
家
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と

し
て
編
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
原
書
中
説
ク
所

卜
雌
モ
我
国
二
於
イ
テ
必
ズ
ヤ
益
ナ
カ
ラ
ン
ト
認
メ
ル
者
ハ
之

ヲ
省
略
セ
リ
」
と
し
て
い
る
。
国
四
目
言
Ｃ
ご
本
の
図
譜
は
五
四

（
一
図
欠
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
佐
藤
本
は
四
七
図
で
あ
る
。
省

略
さ
れ
て
い
る
六
図
う
ち
四
図
は
、
細
密
な
神
経
解
剖
図
、
一

図
は
感
電
電
気
の
器
械
、
一
図
は
冒
言
国
‐
ご
扁
凰
月
忠
言
四
口
旨

憩
閉
胃
一
＄
で
あ
り
、
電
気
療
法
と
し
て
の
図
が
省
か
れ
て
い
る

の
は
こ
の
婦
人
病
電
気
療
法
の
み
で
あ
っ
た
。

一
方
、
当
時
の
医
療
器
械
に
関
す
る
和
書
に
、
す
で
に
電
器

治
療
器
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
使
用
が
さ
れ
た
か

は
不
明
で
あ
る
。
佐
藤
英
白
の
「
華
氏
電
気
療
法
」
を
元
に
当

時
の
電
気
療
法
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
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「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
研
究
の
一
部
と
し
て
行
っ
た
。


